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十東小学校便り

☆ ☆ ☆ 朝 礼 講 話 ☆ ☆ ☆

１０月２７日（月）

『当たり前１０か条』
講話 ６年担任 鈴木 香

今日はみなさんに、私が聞いた話の中で「みんなにも聞かせたいな」と思っ

た話を紹介したいと思います。それは『当たり前１０か条』です。『あたりまえ』

とは、まずだれでもできることです。だけど、ときどき忘れてしまうこともあ

ります。例えば、トイレは誰でもできるけれど、忘れると大変なことになりま

すね。食事も同じです。忘れると生きていけません。この『あたりまえ』とは、

忘れても大変なことにはなりません。ですが、『とても大切なこと』だと私は思

っています。

① 明るくあいさつをする。

② なにかしてもらったら、「ありがとう」と言う。

③ 使ったものは、元の場所へ戻す。

④ 人のものは勝手に使わない。

⑤ 友だちや他の人が、悲しい気持ちになるようなことはしない。

⑥ 他の人の迷惑になるようなことはしない。

⑦ 悪いことをしたら、「ごめんなさい」と言う。

⑧ ルールを守って、ずるをしない。

⑨ ご飯の前には手を洗って、よくかんで食べる。

⑩ よく遊び、よく学び、よく寝る。

どうですか。みんなできることですね。この１０個のことは、

だれでもできるけれど、とっても大切なことです。そして、みな

さんには、『あたりまえ』のことを『あたりまえ』にできるよう

になってほしいです。十四山東部小学校のみんなが、この『当た

り前１０か条』ができるようになったら、もっともっと素敵な学

校になると思います。

『あたりまえ』のことを『あたりまえ』に･･･

就学時健診
２３日（木）に、来年４月に入学予定の児童の就学時健康診断

を行いました。その子たちが入学してくるときには６年生として

学校を引っ張っていってもらうことになる５年

生が、そのお手伝いをしました。受付、引率、

各検査の補助など、それぞれの係に責任を持っ

て取り組むことができました。その様子を、就

学児童と一緒に参加してもらった保護者のみなさんも頼もしく

見てみえました。５年生のみんなにとっても、大きな自信とな

ったことと思います。


